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本論に入る前に，予備的な序論として「外国音楽に対するインドネシア人と日本人の態度 Attitudes of 













第二章「歴史的観点 Historical perspectivesJ では，ポルトガル人がやってくる以前および以後の両国の状況を












第三章 116世紀インドネシアにおける西洋音楽の普及 Western music dissemination in sixteenth century 









それでも， 16世紀における両国での西洋音楽普及をうかがわせる名残りがいくつか今日存在している D インドネシ
アのフロレス島では，聖金曜日の行列，クリスマス劇，仮面舞踊が今日もなお，変形してはいるがラテン語とポルト
カール語の歌詞で、演じられている o 他方， 日本の九州では，いくつかの隠れキリシタンの村があり，古いグレゴリオ聖
歌が今でも歌われている。これらの歌詞は原典からはくずれてしまっているが，フロレスと九州の現象は16世紀の礼
拝音楽が今日もなおアジアに存在することを証明するものである o
第五章「西洋音楽受容に関する両国間比較研究 A comparative study between two countries in their 













第六章「一般論的結論 General conclusionJ では，インドネシアが日本より早く西洋音楽と接触していたにもか
かわらず， 日本と同じような音楽的発展をみなかったという点を重視して，インドネシアの未来の可能性を探る試み



























文がインドネシアの学界に投げかける波紋は大きいであろうと予測される o 幸運にも 16世紀の両国で展開した西洋音
楽受容は，同根のポルト力。ル人たちを媒介にしているという共通項がある。それを効果的に活用した比較文化論は，
説得力に満ちている o
第三の特筆すべきポイントとしては，貴重な資(史)料を諸外国から収集するという作業を丹念に実施したことが
挙げられる。いまや， I第三世界」の歴史的な資料は欧米にしか存在しないケースもままあるので， この種の資料収
集とその学術的検証がさらに推進されるべき段階にあり，本研究はその意味でも意義深いものがあるo
そのような長所は，英語を理解できるインドネシアや他のアジア人の読者にただちに訴えかけるだけの迫力で本論
文を貫いている o しかし本論文には，近い将来に訂正されるべき誤りが多々見られるという欠点がある。また，一般
歴史的な背景の叙述が必ずしも音楽の問題と有機的な関連をもっとは考えられない部分も見られる o もちろん，論者
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自身やインドネシア人読者などにとっては，たとえば日本人がもっている日本史の常識が欠けがちであろうから，一
般史の叙述がある程度はなされる必要もあろうが，主たる問題領域にさらに引き寄せた歴史解釈が今後望まれるとこ
ろである。
もうひとつの短所としては， 日本での西洋音楽受容という点では，幕末から明治，大正，昭和初期にかけて展開し
た局面が重視されていないことである。 16世紀とは異なる時代背景のもとで進行した異文化受容を本論文の参照枠に
組み込んでいたならば，さらに興味深い文化動態論が展開できたにちがいない。
しかし， こうした欠点は，本論文の全体的な価値を低下させるほどのものではない。インドネシアに帰国した後で，
この路線での研究を続行させ，思考を深めることにより，さらに実り多い論文が将来次々と公表されるであろうこと
を期待させるものがあると判断できる。よって，本研究科委員会は，本論文を博士(文学)の学位を授与するのに十
分な価値を有するものと認定する o
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